
平成™š年 月Ÿ日 木曜日 (第œ�š�号付録) Ÿ月目録官 報
二
七
九

精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成

施
設
等
及
び
精
神
保
健
福
祉

士
一
般
養
成
施
設
等
指
定
規

則
第
五
条
第
一
号
ヲ
及
び
精

神
障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉

に
関
す
る
科
目
を
定
め
る
省

令
第
一
条
第
八
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定

め
る
基
準

五

一
三

二
八
〇

精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成

施
設
等
及
び
精
神
保
健
福
祉

士
一
般
養
成
施
設
等
指
定
規

則
第
五
条
第
一
号
ト
_
及
び

精
神
障
害
者
の
保
健
及
び
福

祉
に
関
す
る
科
目
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
三
項
第
四
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
別
に
定
め
る
者

五

一
三

二
八
一

精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成

施
設
等
及
び
精
神
保
健
福
祉

士
一
般
養
成
施
設
等
指
定
規

則
第
五
条
第
一
号
ト
_
及
び

精
神
障
害
者
の
保
健
及
び
福

祉
に
関
す
る
科
目
を
定
め
る

省
令
第
一
条
第
三
項
第
四
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
別
に
定
め
る
基
準

五
171

J
J
M

二
八
二

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環

境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
三
条
の
二
第
一
号

の
表
の
第
七
号
の
下
欄
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
別
に
指
定
す
る
測
定
器
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

八

四

二
八
三

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第

一
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

三

二
八
四

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号

の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

率
を
定
め
る
件

一
一

五

二
八
五

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

在
宅
就
業
支
援
団
体
が
在
宅

就
業
障
害
者
に
係
る
業
務
を

行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
変

更
し
た
件

一
二

三

二
八
六

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

在
宅
就
業
支
援
団
体
の
住
所

を
変
更
し
た
件

一
二

三

二
八
七

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る

在
宅
就
業
支
援
団
体
の
代
表

者
の
氏
名
を
変
更
し
た
件

一
二

三

二
八
八

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
二

十
条
の
二
の
三
第
二
項
第
二

号
及
び
同
条
第
三
項
第
二
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
研
修
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
二

四

二
八
九

登
録
製
造
機
関
の
名
称
を
変

更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
旨
を

公
示
す
る
件

一
二

四

二
九
〇

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
登
録
事
項
の
変

更
の
件

一
六

四

二
九
一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施

設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

一
八
180

五

二
九
二

岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島

県
の
一
部
の
地
域
に
お
け
る

社
会
保
険
料
及
び
労
働
保
険

料
等
に
関
す
る
納
期
限
等
を

指
定
す
る
件

一
九

二

二
九
三

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
製
品
検
査
業
務

の
廃
止
を
許
可
し
た
件

二
二

二

二
九
四

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
登
録

検
査
機
関
を
登
録
し
た
件

二
二

二

二
九
五

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
製
品
検
査
を
行

う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

の
件

三
〇

七

二
九
六

食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ

く
登
録
養
成
施
設
の
名
称
の

変
更
の
件

三
〇

七

二
九
七

食
品
衛
生
法
施
行
令
に
基
づ

く
登
録
養
成
施
設
の
登
録
取

消
し
の
件

三
〇

七

二
九
八

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
登
録

検
査
機
関
の
製
品
検
査
業
務

の
休
止
を
許
可
し
た
件

三
〇

七

二
九
九

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の

権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る

た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
第
三
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
同
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
満
了
日
の
延
長
に

関
し
当
該
延
長
後
の
満
了
日

を
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

九
日
ま
で
延
長
す
る
措
置
を

指
定
す
る
件

三
〇
189

一
四

三
〇
〇

雇
用
開
発
促
進
地
域
及
び
自

発
雇
用
創
造
地
域
に
お
け
る

地
域
雇
用
開
発
の
促
進
に
関

す
る
指
針
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三
〇
特42

九
五

三
〇
一

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
特42

九
五

三
〇
二

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二

項
第
九
号
等
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校

を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一

六

三
〇
三

医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用

医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品

質
管
理
の
基
準
に
関
す
る
省

令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

三
一

六

三
〇
四

薬
事
法
第
二
条
第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理

医
療
機
器
及
び
一
般
医
療
機

器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一

六

三
〇
五

薬
事
法
第
二
条
第
八
項
の
規

定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
特
定
保
守
管
理
医

療
機
器
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
一

六

三
〇
六

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る

特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
連
続
受
講
に
係
る
職
業
訓

練
受
講
手
当
の
給
付
金
支
給

単
位
期
間
を
定
め
る
件

三
一

六

三
〇
七

食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一
191

五
三

三
〇
八

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る

特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
地
域
を
定
め
る
件

三
一
191

五
六

三
〇
九

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
五

十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
規

定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
地
域
の
全
部
を
改

正
す
る
件

三
一
191

五
八

˜˜
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